
西都市地域公共交通計画（変更案）の概要 

 

Ｐ73 第８章 計画の推進・進捗管理 

 

■目標②-１及び②-２ 

 「コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり」の観点から特に密接な連

携が必要となる都市計画分野においては、西都市立地適正化計画との連携によ

り、「居住誘導区域内の人口密度」及び「都市機能誘導区域内の誘導施設数」を

評価指標として設定する。 

 

・居住誘導区域内の人口密度 

 本市の人口は今後減少することが予想されるが、現在確保されている利便性

の高い生活サービス機能を将来にわたって持続していくためには、居住誘導区

域内の人口を維持していくことが必要であるため、現時点の居住誘導区域内の

人口密度を今後も維持することとし、目標値を設定している。 

 

・都市機能誘導区域内の誘導施設数 

 市民の生活サービスを支える都市機能を今後も維持していくことが重要であ

るため、令和５年時点の都市機能誘導区域内の誘導施設数を今後も維持するこ

ととし、目標値を設定している。 

 

■その他修正 

・目標３の単位を修正  



 

 


